
■バスご利用の場合（いずれも臨港病院前下車）
◎新潟駅より（新潟交通13系統／13A系統）
　山の下・臨港2経由 北葉町行き／（循環）新潟駅行き
◎市役所前より（新潟交通4系統／4A系統）
　沼垂・臨港2経由 山の下（末広橋）行き／（循環）市役所前行き
　（市役所前からは5系統のバスも利用できます。※乗り場注意）
◎がんセンターより（新潟交通5系統）
　古町・入船（営）・みなとトンネル経由 臨港病院行き 
◎石山出張所より（東区区バス）
　松崎ルート（石山～大形本町1～浜谷町～東区役所） 東区役所行き

ア　ク　セ　ス
■自動車ご利用の場合
◎国道7号バイパス
　竹尾I.Cより　約5km、
　紫竹山I.Cより　約6km
◎みなとトンネル（入船側）からは、
　ランプ出口（北海道航路方面）で
　出て下さい。
　（その後案内看板あり）

リンコーグループは「トキめき新潟国体」  「トキめき新潟大会」のオフィシャルサポーターです
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●

大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3・5土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～

　8：30～11：00

１3：00～16：00

午　前

午後※
歯科口腔外科 岡　野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・こう門外科
大学医師※3

畠　山 金　子 畠　山

大学医師（SAS）

小　林小林※
畠　山

小　林
金子※2飯合※1

※火曜日（小林医師）の診療は、紹介外来（完全予約制）
※1の診察は10：00から　※2の診察は10：30から　※3の診察は11：00から

　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：00

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：00
※午後（火～木）の診療時間は14：00～

時間帯診療科 金 第2土 第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※鈴木（順）鈴木（順）大学医師鈴木（順）
大学医師湊ー湊湊

　8：30～11：30

午後※

内　科

（SAS）は
睡眠時無呼吸
症候群外来

予約制
（専門外来）

午　前 8：30～11：30

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00　※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師（SAS）

ー ーー

小柳※

岡　田

ー

ー
ー ー ーー 風　間

桶　谷 霜鳥※ 松　山松　山 桶　谷 桶　谷霜鳥※

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 岡　田
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

坂井／松山坂井／松山

岡　田 ー ーー ー ーー

大澤※

ー
大学医師

小　柳 大　澤 ー村　山
ーー ー 坂井（SAS）ー

霜　鳥 ー ー桶　谷 松　山

■ 新潟臨港病院 診療案内

　

平
成
21
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

例
年
と
同
じ
く
今
回
の
「
み
な
と
」
で

は
新
入
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
編

集
し
な
が
ら
新
入
職
員
の
コ
メ
ン
ト
に

ふ
れ
、
若
い
パ
ワ
ー
に
負
け
ぬ
よ
う
日

常
業
務
と
広
報
の
仕
事
を
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
た
次
第
で
す

（
…
と
い
う
こ
と
で
、
私
、
今
年
度
も
編

集
を
担
当
し
ま
す
）。「
み
な
と
」
へ
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
愛
読
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
号
は
7
月
25
日
発
行
予
定
で
す
。

（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成21年（2009年）4月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com

新潟臨港病院 広報誌 みなと No.17

当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成21年4月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。　・5月22日（金）は創立記念日のため午後休診となります。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

金子※2 ー
畠　山

ー

５月より　入院費のお支払いに
　　　　　  クレジットカード・キャッシュカードが利用できます

INFORMATION

●利用開始日　　５月１日（金）予定
●利用可能なご請求　「入院費分のご請求」で、支払合計額が５万円以上の場合　
●利用可能なお支払い方法
　①クレジットカードによるお支払い
・以下のブランドマークのあるカードがご利用になれます。
・支払方法は、１回払・分割払・リボルビング払のいずれかで、ボーナス払は利用できません。
分割払・リボルビング払の金利などは各カード会社の条件によります。
・カード名義人本人の署名または暗証番号入力が必要です。

▽ご利用可能なクレジットカード

　②キャッシュカードによるお支払い（Ｊ－デビット）
・金融機関のキャッシュカードが、入院費のお支払いにそのままご利用いただけるサービ
スです。予めの手続きや支払いのために銀行やＡＴＭから現金を引き出しておく必要は
ありません。
・お支払いの際にキャッシュカードを提示し、端末に暗証番号を入力すると、請求額が金
融機関の口座から即時に引き落とされます。
・一般的な銀行のほか、ゆうちょ銀行、労働金庫、信用金庫、信用組合、ＪＡバンクなどのカー
ドもご利用になれます（一部対応していない金融機関があります）。
・手数料のご負担はありません。

ご不明の点は、医事課（会計窓口）までお尋ね下さい。

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり
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〜
新
し
い
仲
間
・
新
し
い
仕
事
〜

千鳥ヶ淵（東京都千代田区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長

　

よ
う
や
く
春
ら
し
く
少
し
暖
か
く
な
り
、
な
ん
と
な
く
周
り
の
人
が
ウ
キ
ウ
キ
し

だ
し
た
様
に
思
い
ま
す
。
私
も
何
故
か
ソ
ワ
ソ
ワ
・
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。（
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
毎
日
な
の
で
す
が
…
）

　

当
院
に
も
新
入
職
員
が
入
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起

き
る
の
か
非
常
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
気
持
ち
と
、
あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
や
ろ

う
と
い
う
希
望
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
私
も
こ
こ
の
所
、
新
し
い
機

械
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
が
入
っ
た
り
、
そ
れ
に
伴
う
新
し
い
流
れ
の
仕
事
が
増
え
て

き
て
、
希
望
や
期
待
な
ど
で
は
な
く
不
安
な
気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
五
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
が
、
条

件
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
皆
様
も

よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
後
者
の
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

カ
ー
ド
名
か
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
申
し
ま
す
と
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
と
は
、「
皆

様
が
貯
金
を
し
て
い
る
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
支
払
が
出
来
る
」
仕
組
み
を

い
い
ま
す
。
最
近
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
病
院
で
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
が
で
き
る
様

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
よ
う
や
く
当
院
も「
今
ど
き
」に
近
づ
け
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
患
者
様
に
と
っ
て
便
利
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
も
患
者
様
の
利
用
し
や
す
い
受
付
や
会
計
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
よ
り
外
来
カ
ル
テ
庫
業
務
も
委
託
さ
れ
外
来
業
務
が
完
全
に
委
託
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
外
来
受
付
な
ど
と
の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
行
え
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
さ
ら
に
待
ち
時
間
を
少
し
で
も
短
縮
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

待
ち
時
間
に
限
ら
ず
患
者
様
が
気
持
ち
よ
く
病
院
か
ら
帰
ら
れ
る
事
を
一
番
に
、

医
事
課
職
員
一
丸
と
な
り
、
臨
港
病
院
が
「
地
域
に
貢
献
す
る
病
院
」
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
医
事
課
で
で
き
る
事
を
、
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
日 

記
）
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■バスご利用の場合（いずれも臨港病院前下車）
◎新潟駅より（新潟交通13系統／13A系統）
　山の下・臨港2経由 北葉町行き／（循環）新潟駅行き
◎市役所前より（新潟交通4系統／4A系統）
　沼垂・臨港2経由 山の下（末広橋）行き／（循環）市役所前行き
　（市役所前からは5系統のバスも利用できます。※乗り場注意）
◎がんセンターより（新潟交通5系統）
　古町・入船（営）・みなとトンネル経由 臨港病院行き 
◎石山出張所より（東区区バス）
　松崎ルート（石山～大形本町1～浜谷町～東区役所） 東区役所行き

ア　ク　セ　ス
■自動車ご利用の場合
◎国道7号バイパス
　竹尾I.Cより　約5km、
　紫竹山I.Cより　約6km
◎みなとトンネル（入船側）からは、
　ランプ出口（北海道航路方面）で
　出て下さい。
　（その後案内看板あり）

リンコーグループは「トキめき新潟国体」  「トキめき新潟大会」のオフィシャルサポーターです
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新潟駅

国道113号

●火力発電所

●桃山小学校

●山の下中学校

新潟臨港病院

案内
看板
●

大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3・5土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～

　8：30～11：00

１3：00～16：00

午　前

午後※
歯科口腔外科 岡　野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・こう門外科
大学医師※3

畠　山 金　子 畠　山

大学医師（SAS）

小　林小林※
畠　山

小　林
金子※2飯合※1

※火曜日（小林医師）の診療は、紹介外来（完全予約制）
※1の診察は10：00から　※2の診察は10：30から　※3の診察は11：00から

　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：00

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：00
※午後（火～木）の診療時間は14：00～

時間帯診療科 金 第2土 第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※鈴木（順）鈴木（順）大学医師鈴木（順）
大学医師湊ー湊湊

　8：30～11：30

午後※

内　科

（SAS）は
睡眠時無呼吸
症候群外来

予約制
（専門外来）

午　前 8：30～11：30

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00　※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師（SAS）

ー ーー

小柳※

岡　田

ー

ー
ー ー ーー 風　間

桶　谷 霜鳥※ 松　山松　山 桶　谷 桶　谷霜鳥※

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 岡　田
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

坂井／松山坂井／松山

岡　田 ー ーー ー ーー

大澤※

ー
大学医師

小　柳 大　澤 ー村　山
ーー ー 坂井（SAS）ー

霜　鳥 ー ー桶　谷 松　山

■ 新潟臨港病院 診療案内
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年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

例
年
と
同
じ
く
今
回
の
「
み
な
と
」
で

は
新
入
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
編

集
し
な
が
ら
新
入
職
員
の
コ
メ
ン
ト
に

ふ
れ
、
若
い
パ
ワ
ー
に
負
け
ぬ
よ
う
日

常
業
務
と
広
報
の
仕
事
を
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
た
次
第
で
す

（
…
と
い
う
こ
と
で
、
私
、
今
年
度
も
編

集
を
担
当
し
ま
す
）。「
み
な
と
」
へ
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
愛
読
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
号
は
7
月
25
日
発
行
予
定
で
す
。

（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成21年（2009年）4月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com

新潟臨港病院 広報誌 みなと No.17

当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成21年4月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。　・5月22日（金）は創立記念日のため午後休診となります。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

金子※2 ー
畠　山

ー

５月より　入院費のお支払いに
　　　　　  クレジットカード・キャッシュカードが利用できます

INFORMATION

●利用開始日　　５月１日（金）予定
●利用可能なご請求　「入院費分のご請求」で、支払合計額が５万円以上の場合　
●利用可能なお支払い方法
　①クレジットカードによるお支払い
・以下のブランドマークのあるカードがご利用になれます。
・支払方法は、１回払・分割払・リボルビング払のいずれかで、ボーナス払は利用できません。
分割払・リボルビング払の金利などは各カード会社の条件によります。
・カード名義人本人の署名または暗証番号入力が必要です。

▽ご利用可能なクレジットカード

　②キャッシュカードによるお支払い（Ｊ－デビット）
・金融機関のキャッシュカードが、入院費のお支払いにそのままご利用いただけるサービ
スです。予めの手続きや支払いのために銀行やＡＴＭから現金を引き出しておく必要は
ありません。
・お支払いの際にキャッシュカードを提示し、端末に暗証番号を入力すると、請求額が金
融機関の口座から即時に引き落とされます。
・一般的な銀行のほか、ゆうちょ銀行、労働金庫、信用金庫、信用組合、ＪＡバンクなどのカー
ドもご利用になれます（一部対応していない金融機関があります）。
・手数料のご負担はありません。

ご不明の点は、医事課（会計窓口）までお尋ね下さい。

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり
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医
事
課
長　

石　

田　

正　

人

新
年
度

　

〜
新
し
い
仲
間
・
新
し
い
仕
事
〜

千鳥ヶ淵（東京都千代田区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長

　

よ
う
や
く
春
ら
し
く
少
し
暖
か
く
な
り
、
な
ん
と
な
く
周
り
の
人
が
ウ
キ
ウ
キ
し

だ
し
た
様
に
思
い
ま
す
。
私
も
何
故
か
ソ
ワ
ソ
ワ
・
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。（
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
毎
日
な
の
で
す
が
…
）

　

当
院
に
も
新
入
職
員
が
入
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起

き
る
の
か
非
常
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
気
持
ち
と
、
あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
や
ろ

う
と
い
う
希
望
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
私
も
こ
こ
の
所
、
新
し
い
機

械
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
が
入
っ
た
り
、
そ
れ
に
伴
う
新
し
い
流
れ
の
仕
事
が
増
え
て

き
て
、
希
望
や
期
待
な
ど
で
は
な
く
不
安
な
気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
五
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
が
、
条

件
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
皆
様
も

よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
後
者
の
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

カ
ー
ド
名
か
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
申
し
ま
す
と
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
と
は
、「
皆

様
が
貯
金
を
し
て
い
る
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
支
払
が
出
来
る
」
仕
組
み
を

い
い
ま
す
。
最
近
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
病
院
で
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
が
で
き
る
様

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
よ
う
や
く
当
院
も「
今
ど
き
」に
近
づ
け
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
患
者
様
に
と
っ
て
便
利
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
も
患
者
様
の
利
用
し
や
す
い
受
付
や
会
計
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
よ
り
外
来
カ
ル
テ
庫
業
務
も
委
託
さ
れ
外
来
業
務
が
完
全
に
委
託
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
外
来
受
付
な
ど
と
の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
行
え
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
さ
ら
に
待
ち
時
間
を
少
し
で
も
短
縮
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

待
ち
時
間
に
限
ら
ず
患
者
様
が
気
持
ち
よ
く
病
院
か
ら
帰
ら
れ
る
事
を
一
番
に
、

医
事
課
職
員
一
丸
と
な
り
、
臨
港
病
院
が
「
地
域
に
貢
献
す
る
病
院
」
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
医
事
課
で
で
き
る
事
を
、
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
日 

記
）

2009.4
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
入
職
員

新
入
職
員

新
入
職
員

痔
を
予
防
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
お
し
り
の
た
め
の
注
意
点
〜

　

痔
は
一
種
の
生
活
習
慣
病
と
い
え
ま

す
。
従
っ
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
痔

の
治
療
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
痔
を
予

防
し
た
り
、
あ
る
い
は
悪
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
以
下
に
の
べ
る
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
に
気
を
つ
け
て
、
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑴
お
し
り
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
お
し
り
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
温

水
洗
浄
便
座
は
有
効
で
す
が
、
使
い

す
ぎ
や
浣
腸
が
わ
り
に
使
用
す
る
な

ど
の
誤
っ
た
使
用
法
は
逆
効
果
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
毎
日
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　

：
お
風
呂
で
か
ら
だ
を
温
め
る
と
肛

門
周
囲
の
血
行
が
良
く
な
り
、
清
潔

も
保
て
ま
す
。

⑶
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

：
便
秘
は
痔
の
最
大
の
敵
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
朝
食
を
必
ず
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。食
物
繊
維
や
、

水
分
を
十
分
に
と
り
便
通
を
良
く
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
便
意
が
あ
っ
た
ら

我
慢
し
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

⑷
下
痢
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
下
痢
も
肛
門
を
刺
激
し
て
痔
疾
患

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
肛
門
周
囲

の
清
潔
も
保
て
ま
せ
ん
。

⑸
排
便
は
３
〜
５
分
以
内
で
、
い
き
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
長
い
時
間
い
き
む
こ
と
で
お
し
り

の
血
行
が
悪
く
な
り
痔
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
便
を
完
全
に
出
し
切
ろ
う

と
し
て
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
腹
圧
の
か
か
る
運
動
も

避
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

⑹
腰
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
体
が
冷
え
る
と
お
し
り
の
血
行
が

悪
く
な
り
、
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

⑺
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

：
同
じ
姿
勢
を
と
り
続
け
る
と
肛
門

が
う
っ
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
長

時
間
同
じ
姿
勢
が
続
く
場
合
は
、

時
々
体
を
動
か
し
て
血
行
を
促
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑻
全
身
の
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
重
な
る
と
お

し
り
の
血
行
が
悪
く
な
り
、
自
律
神

経
も
乱
れ
る
た
め
便
通
異
常
を
招
き

ま
す
。
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑼
ア
ル
コ
ー
ル
、
刺
激
物
は
控
え
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ア
ル
コ
ー
ル
や
刺
激
物
は
肛
門
を

刺
激
し
た
り
、
う
っ
血
さ
せ
た
り
し

て
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
下
痢

を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
摂
取
し
す
ぎ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

⑽
間
違
っ
た
治
療
は
禁
物
！
医
師
の
正

し
い
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

：
正
し
い
診
断
が
痔
を
治
す
第
一
歩

で
す
。
腸
の
病
気
で
な
い
こ
と
を
確

か
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

外
科
部
長　

小　

林　
　
　

孝

　

今
回
は
、
外
科
の
小
林
医
師
の
痔
に
つ
い
て
の
お
話

し
に
関
連
し
て
、
便
秘
や
痔
の
予
防
･
改
善
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

便
秘
の
予
防
･
改
善
に
は
、
腸
を
支
え
る
お
な
か
周

り
の
筋
肉
を
程
よ
く
刺
激
し
、
腸
の
動
き
を
活
発
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
尻
の
筋
肉
を
鍛
え
便

通
を
整
え
る
こ
と
で
、
痔
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

運
動
と
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ
か
載
せ
て
み
ま
し
た
。

　

各
運
動
は
、
ゆ
っ
く
り
と
10
〜
20
回
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
運
動
前
に
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を
飲
む
と

よ
り
効
果
的
で
す
。
注
意
点
と
し
て
、
運
動
に
よ
り
痛

み
が
出
た
り
、
悪
化
す
る
場
合
は
無
理
に
行
わ
な
い
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

健
康
コ
ラ
ム
9

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
　
　
　
　
　

　

理
学
療
法
士　

中　

村　

可　

愛

お
な
か
快
調
♪

　
　
　
　

〜
快
腸
運
動
〜

〔方法〕 頭を起こし、５秒数えます。 〔方法〕　両膝を揃え左右にねじります。

〔方法〕 お尻に‘グッ’と力を入れます。

2．両膝倒し1．腹筋運動

４．お尻あげ３．お尻を締める

ひざ

〔方法〕　ゆっくりとお尻を持ち上げます。

２
年
の
学
生
生
活
を
終
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
取
り
組
み
諸
先
輩
方
の
働
き
を
吸
収
し
な
が
ら

学
び
を
深
め
、
よ
り
良
い
看
護
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

松
木　

佳
代
子

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
看
護
師
と
し
て
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ
も
明
る
い
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

梶
田　

志
代
里

４
月
か
ら
看
護
師
と
し
て
再
・
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
分
か
り
か
ね
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
一
歩
ず
つ
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

渋
谷　

祐
子

学
生
の
立
場
か
ら
看
護
師
に
な
り
、
今
は
不
安
と
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
一
つ
一
つ
学
ん
で
い
き
、
自
分
な
り
の
看
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

澤
野　

佑
衣

こ
の
春
、
６
階
病
棟
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
さ
が
一
番
の
売

り
で
す
の
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 看

護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

加
藤　

朋
子

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
不
安
も
多
い
で
す
が
、
患
者
様
に
と
っ
て
の
良

い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

鈴
木　

志
穂
美

患
者
様
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

中
村　

し
ず
か

４
月
か
ら
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ス
テ
キ
な
看
護
師
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

准
看
護
師　
　

佐
藤　

裕
子

知
識
、
技
術
な
ど
未
熟
な
面
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
か
ら
教
え
て
頂
き
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
透
析
室
）　

看
護
助
手　
　

小
林　

茉
利
奈

入
社
を
し
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
少
し
ず
つ
仕
事

に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
に
勉
強
を
し
、
細
か
い
所
ま

で
気
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
３
階
病
棟
）　

看
護
助
手　
　

田
村　

真
理

地
域
に
貢
献
す
る
病
院
の
理
念
に
基
づ
き
患
者
様
の
治
療
や
ケ
ア
に

携
え
る
よ
う
、
い
ち
早
く
薬
剤
師
と
し
て
の
職
能
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

薬
剤
部
薬
剤
科　

薬
剤
師　
　

庭
山　

雅
幸

こ
の
度
、
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
人

な
の
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
放
射
線
科　

放
射
線
技
師　
　

川
﨑　

弘
樹

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新
潟
な
の
で
、
臨
港
病
院
で
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
中
央
検
査
科　

臨
床
検
査
技
師　
　

土
田　

高
佳
輝

今
年
の
春
に
大
学
を
卒
業
し
、
新
人
理
学
療
法
士
と
し
て
働
か
せ
て

頂
き
ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

理
学
療
法
士　
　

小
栁　

健
太

４
月
か
ら
作
業
療
法
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

作
業
療
法
士　
　

佐
藤　

夏
子

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
４
階
病
棟
勤
務
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

職
場
で
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
１
日

も
早
く
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

山
口　

陽
子

４
月
か
ら
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
く
笑
顔
で

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

柏
原　

杏
子

看
護
師
１
年
目
の
寺
澤
で
す
。
新
人
で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
御
指
導

し
て
頂
く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
で
一
生
懸
命
、
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

寺
澤　

朋
恵

患
者
様
に
と
っ
て
喜
ば
れ
る
援
助
を
行
え
る
よ
う
に
、
精
一
杯
努
力

し
て
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

阿
部　

博
高

外
科　

医
師　
　
　

金
子　

和
弘

消
化
器
・
一
般
外
科
の
金
子
和
弘
で
す
。
皆

さ
ん
の
苦
痛
や
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
入
職
員

新
入
職
員

新
入
職
員

痔
を
予
防
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
お
し
り
の
た
め
の
注
意
点
〜

　

痔
は
一
種
の
生
活
習
慣
病
と
い
え
ま

す
。
従
っ
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
痔

の
治
療
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
痔
を
予

防
し
た
り
、
あ
る
い
は
悪
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
以
下
に
の
べ
る
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
に
気
を
つ
け
て
、
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑴
お
し
り
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
お
し
り
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
温

水
洗
浄
便
座
は
有
効
で
す
が
、
使
い

す
ぎ
や
浣
腸
が
わ
り
に
使
用
す
る
な

ど
の
誤
っ
た
使
用
法
は
逆
効
果
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
毎
日
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　

：
お
風
呂
で
か
ら
だ
を
温
め
る
と
肛

門
周
囲
の
血
行
が
良
く
な
り
、
清
潔

も
保
て
ま
す
。

⑶
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

：
便
秘
は
痔
の
最
大
の
敵
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
朝
食
を
必
ず
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。食
物
繊
維
や
、

水
分
を
十
分
に
と
り
便
通
を
良
く
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
便
意
が
あ
っ
た
ら

我
慢
し
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

⑷
下
痢
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
下
痢
も
肛
門
を
刺
激
し
て
痔
疾
患

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
肛
門
周
囲

の
清
潔
も
保
て
ま
せ
ん
。

⑸
排
便
は
３
〜
５
分
以
内
で
、
い
き
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
長
い
時
間
い
き
む
こ
と
で
お
し
り

の
血
行
が
悪
く
な
り
痔
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
便
を
完
全
に
出
し
切
ろ
う

と
し
て
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
腹
圧
の
か
か
る
運
動
も

避
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

⑹
腰
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
体
が
冷
え
る
と
お
し
り
の
血
行
が

悪
く
な
り
、
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

⑺
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

：
同
じ
姿
勢
を
と
り
続
け
る
と
肛
門

が
う
っ
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
長

時
間
同
じ
姿
勢
が
続
く
場
合
は
、

時
々
体
を
動
か
し
て
血
行
を
促
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑻
全
身
の
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
重
な
る
と
お

し
り
の
血
行
が
悪
く
な
り
、
自
律
神

経
も
乱
れ
る
た
め
便
通
異
常
を
招
き

ま
す
。
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑼
ア
ル
コ
ー
ル
、
刺
激
物
は
控
え
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ア
ル
コ
ー
ル
や
刺
激
物
は
肛
門
を

刺
激
し
た
り
、
う
っ
血
さ
せ
た
り
し

て
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
下
痢

を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
摂
取
し
す
ぎ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

⑽
間
違
っ
た
治
療
は
禁
物
！
医
師
の
正

し
い
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

：
正
し
い
診
断
が
痔
を
治
す
第
一
歩

で
す
。
腸
の
病
気
で
な
い
こ
と
を
確

か
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

外
科
部
長　

小　

林　
　
　

孝

　

今
回
は
、
外
科
の
小
林
医
師
の
痔
に
つ
い
て
の
お
話

し
に
関
連
し
て
、
便
秘
や
痔
の
予
防
･
改
善
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

便
秘
の
予
防
･
改
善
に
は
、
腸
を
支
え
る
お
な
か
周

り
の
筋
肉
を
程
よ
く
刺
激
し
、
腸
の
動
き
を
活
発
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
尻
の
筋
肉
を
鍛
え
便

通
を
整
え
る
こ
と
で
、
痔
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

運
動
と
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ
か
載
せ
て
み
ま
し
た
。

　

各
運
動
は
、
ゆ
っ
く
り
と
10
〜
20
回
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
運
動
前
に
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を
飲
む
と

よ
り
効
果
的
で
す
。
注
意
点
と
し
て
、
運
動
に
よ
り
痛

み
が
出
た
り
、
悪
化
す
る
場
合
は
無
理
に
行
わ
な
い
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

健
康
コ
ラ
ム
9

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
　
　
　
　
　

　

理
学
療
法
士　

中　

村　

可　

愛

お
な
か
快
調
♪

　
　
　
　

〜
快
腸
運
動
〜

〔方法〕 頭を起こし、５秒数えます。 〔方法〕　両膝を揃え左右にねじります。

〔方法〕 お尻に‘グッ’と力を入れます。

2．両膝倒し1．腹筋運動

４．お尻あげ３．お尻を締める

ひざ

〔方法〕　ゆっくりとお尻を持ち上げます。

２
年
の
学
生
生
活
を
終
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
取
り
組
み
諸
先
輩
方
の
働
き
を
吸
収
し
な
が
ら

学
び
を
深
め
、
よ
り
良
い
看
護
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

松
木　

佳
代
子

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
看
護
師
と
し
て
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ
も
明
る
い
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

梶
田　

志
代
里

４
月
か
ら
看
護
師
と
し
て
再
・
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
分
か
り
か
ね
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
一
歩
ず
つ
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

渋
谷　

祐
子

学
生
の
立
場
か
ら
看
護
師
に
な
り
、
今
は
不
安
と
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
一
つ
一
つ
学
ん
で
い
き
、
自
分
な
り
の
看
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

澤
野　

佑
衣

こ
の
春
、
６
階
病
棟
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
さ
が
一
番
の
売

り
で
す
の
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 看

護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

加
藤　

朋
子

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
不
安
も
多
い
で
す
が
、
患
者
様
に
と
っ
て
の
良

い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

鈴
木　

志
穂
美

患
者
様
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

中
村　

し
ず
か

４
月
か
ら
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ス
テ
キ
な
看
護
師
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

准
看
護
師　
　

佐
藤　

裕
子

知
識
、
技
術
な
ど
未
熟
な
面
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
か
ら
教
え
て
頂
き
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
透
析
室
）　

看
護
助
手　
　

小
林　

茉
利
奈

入
社
を
し
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
少
し
ず
つ
仕
事

に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
に
勉
強
を
し
、
細
か
い
所
ま

で
気
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
３
階
病
棟
）　

看
護
助
手　
　

田
村　

真
理

地
域
に
貢
献
す
る
病
院
の
理
念
に
基
づ
き
患
者
様
の
治
療
や
ケ
ア
に

携
え
る
よ
う
、
い
ち
早
く
薬
剤
師
と
し
て
の
職
能
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

薬
剤
部
薬
剤
科　

薬
剤
師　
　

庭
山　

雅
幸

こ
の
度
、
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
人

な
の
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
放
射
線
科　

放
射
線
技
師　
　

川
﨑　

弘
樹

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新
潟
な
の
で
、
臨
港
病
院
で
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
中
央
検
査
科　

臨
床
検
査
技
師　
　

土
田　

高
佳
輝

今
年
の
春
に
大
学
を
卒
業
し
、
新
人
理
学
療
法
士
と
し
て
働
か
せ
て

頂
き
ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

理
学
療
法
士　
　

小
栁　

健
太

４
月
か
ら
作
業
療
法
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

作
業
療
法
士　
　

佐
藤　

夏
子

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
４
階
病
棟
勤
務
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

職
場
で
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
１
日

も
早
く
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

山
口　

陽
子

４
月
か
ら
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
く
笑
顔
で

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

柏
原　

杏
子

看
護
師
１
年
目
の
寺
澤
で
す
。
新
人
で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
御
指
導

し
て
頂
く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
で
一
生
懸
命
、
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

寺
澤　

朋
恵

患
者
様
に
と
っ
て
喜
ば
れ
る
援
助
を
行
え
る
よ
う
に
、
精
一
杯
努
力

し
て
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

阿
部　

博
高

外
科　

医
師　
　
　

金
子　

和
弘

消
化
器
・
一
般
外
科
の
金
子
和
弘
で
す
。
皆

さ
ん
の
苦
痛
や
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
入
職
員

新
入
職
員

新
入
職
員

痔
を
予
防
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
お
し
り
の
た
め
の
注
意
点
〜

　

痔
は
一
種
の
生
活
習
慣
病
と
い
え
ま

す
。
従
っ
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
痔

の
治
療
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
痔
を
予

防
し
た
り
、
あ
る
い
は
悪
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
以
下
に
の
べ
る
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
に
気
を
つ
け
て
、
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑴
お
し
り
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
お
し
り
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
温

水
洗
浄
便
座
は
有
効
で
す
が
、
使
い

す
ぎ
や
浣
腸
が
わ
り
に
使
用
す
る
な

ど
の
誤
っ
た
使
用
法
は
逆
効
果
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
毎
日
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　

：
お
風
呂
で
か
ら
だ
を
温
め
る
と
肛

門
周
囲
の
血
行
が
良
く
な
り
、
清
潔

も
保
て
ま
す
。

⑶
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

：
便
秘
は
痔
の
最
大
の
敵
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
朝
食
を
必
ず
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。食
物
繊
維
や
、

水
分
を
十
分
に
と
り
便
通
を
良
く
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
便
意
が
あ
っ
た
ら

我
慢
し
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

⑷
下
痢
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
下
痢
も
肛
門
を
刺
激
し
て
痔
疾
患

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
肛
門
周
囲

の
清
潔
も
保
て
ま
せ
ん
。

⑸
排
便
は
３
〜
５
分
以
内
で
、
い
き
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
長
い
時
間
い
き
む
こ
と
で
お
し
り

の
血
行
が
悪
く
な
り
痔
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
便
を
完
全
に
出
し
切
ろ
う

と
し
て
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
腹
圧
の
か
か
る
運
動
も

避
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

⑹
腰
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

：
体
が
冷
え
る
と
お
し
り
の
血
行
が

悪
く
な
り
、
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

⑺
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

：
同
じ
姿
勢
を
と
り
続
け
る
と
肛
門

が
う
っ
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
長

時
間
同
じ
姿
勢
が
続
く
場
合
は
、

時
々
体
を
動
か
し
て
血
行
を
促
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑻
全
身
の
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
重
な
る
と
お

し
り
の
血
行
が
悪
く
な
り
、
自
律
神

経
も
乱
れ
る
た
め
便
通
異
常
を
招
き

ま
す
。
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑼
ア
ル
コ
ー
ル
、
刺
激
物
は
控
え
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

：
ア
ル
コ
ー
ル
や
刺
激
物
は
肛
門
を

刺
激
し
た
り
、
う
っ
血
さ
せ
た
り
し

て
痔
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
下
痢

を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
摂
取
し
す
ぎ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

⑽
間
違
っ
た
治
療
は
禁
物
！
医
師
の
正

し
い
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

：
正
し
い
診
断
が
痔
を
治
す
第
一
歩

で
す
。
腸
の
病
気
で
な
い
こ
と
を
確

か
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

外
科
部
長　

小　

林　
　
　

孝

　

今
回
は
、
外
科
の
小
林
医
師
の
痔
に
つ
い
て
の
お
話

し
に
関
連
し
て
、
便
秘
や
痔
の
予
防
･
改
善
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

便
秘
の
予
防
･
改
善
に
は
、
腸
を
支
え
る
お
な
か
周

り
の
筋
肉
を
程
よ
く
刺
激
し
、
腸
の
動
き
を
活
発
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
尻
の
筋
肉
を
鍛
え
便

通
を
整
え
る
こ
と
で
、
痔
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

運
動
と
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ
か
載
せ
て
み
ま
し
た
。

　

各
運
動
は
、
ゆ
っ
く
り
と
10
〜
20
回
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
運
動
前
に
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を
飲
む
と

よ
り
効
果
的
で
す
。
注
意
点
と
し
て
、
運
動
に
よ
り
痛

み
が
出
た
り
、
悪
化
す
る
場
合
は
無
理
に
行
わ
な
い
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

健
康
コ
ラ
ム
9

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
　
　
　
　
　

　

理
学
療
法
士　

中　

村　

可　

愛

お
な
か
快
調
♪

　
　
　
　

〜
快
腸
運
動
〜

〔方法〕 頭を起こし、５秒数えます。 〔方法〕　両膝を揃え左右にねじります。

〔方法〕 お尻に‘グッ’と力を入れます。

2．両膝倒し1．腹筋運動

４．お尻あげ３．お尻を締める

ひざ

〔方法〕　ゆっくりとお尻を持ち上げます。

２
年
の
学
生
生
活
を
終
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
取
り
組
み
諸
先
輩
方
の
働
き
を
吸
収
し
な
が
ら

学
び
を
深
め
、
よ
り
良
い
看
護
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

松
木　

佳
代
子

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
看
護
師
と
し
て
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ
も
明
る
い
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

梶
田　

志
代
里

４
月
か
ら
看
護
師
と
し
て
再
・
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
分
か
り
か
ね
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
一
歩
ず
つ
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

渋
谷　

祐
子

学
生
の
立
場
か
ら
看
護
師
に
な
り
、
今
は
不
安
と
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
一
つ
一
つ
学
ん
で
い
き
、
自
分
な
り
の
看
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

澤
野　

佑
衣

こ
の
春
、
６
階
病
棟
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
さ
が
一
番
の
売

り
で
す
の
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 看

護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

加
藤　

朋
子

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
不
安
も
多
い
で
す
が
、
患
者
様
に
と
っ
て
の
良

い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

鈴
木　

志
穂
美

患
者
様
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
６
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

中
村　

し
ず
か

４
月
か
ら
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ス
テ
キ
な
看
護
師
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
５
階
病
棟
）　

准
看
護
師　
　

佐
藤　

裕
子

知
識
、
技
術
な
ど
未
熟
な
面
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
か
ら
教
え
て
頂
き
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
透
析
室
）　

看
護
助
手　
　

小
林　

茉
利
奈

入
社
を
し
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
少
し
ず
つ
仕
事

に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
に
勉
強
を
し
、
細
か
い
所
ま

で
気
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

看
護
部
看
護
科
（
３
階
病
棟
）　

看
護
助
手　
　

田
村　

真
理

地
域
に
貢
献
す
る
病
院
の
理
念
に
基
づ
き
患
者
様
の
治
療
や
ケ
ア
に

携
え
る
よ
う
、
い
ち
早
く
薬
剤
師
と
し
て
の
職
能
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

薬
剤
部
薬
剤
科　

薬
剤
師　
　

庭
山　

雅
幸

こ
の
度
、
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
人

な
の
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
放
射
線
科　

放
射
線
技
師　
　

川
﨑　

弘
樹

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新
潟
な
の
で
、
臨
港
病
院
で
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
中
央
検
査
科　

臨
床
検
査
技
師　
　

土
田　

高
佳
輝

今
年
の
春
に
大
学
を
卒
業
し
、
新
人
理
学
療
法
士
と
し
て
働
か
せ
て

頂
き
ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

理
学
療
法
士　
　

小
栁　

健
太

４
月
か
ら
作
業
療
法
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

作
業
療
法
士　
　

佐
藤　

夏
子

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
４
階
病
棟
勤
務
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

職
場
で
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
１
日

も
早
く
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

山
口　

陽
子

４
月
か
ら
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
く
笑
顔
で

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

柏
原　

杏
子

看
護
師
１
年
目
の
寺
澤
で
す
。
新
人
で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
御
指
導

し
て
頂
く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
で
一
生
懸
命
、
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

寺
澤　

朋
恵

患
者
様
に
と
っ
て
喜
ば
れ
る
援
助
を
行
え
る
よ
う
に
、
精
一
杯
努
力

し
て
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
部
看
護
科
（
４
階
病
棟
）　

看
護
師　
　

阿
部　

博
高

外
科　

医
師　
　
　

金
子　

和
弘

消
化
器
・
一
般
外
科
の
金
子
和
弘
で
す
。
皆

さ
ん
の
苦
痛
や
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



■バスご利用の場合（いずれも臨港病院前下車）
◎新潟駅より（新潟交通13系統／13A系統）
　山の下・臨港2経由 北葉町行き／（循環）新潟駅行き
◎市役所前より（新潟交通4系統／4A系統）
　沼垂・臨港2経由 山の下（末広橋）行き／（循環）市役所前行き
　（市役所前からは5系統のバスも利用できます。※乗り場注意）
◎がんセンターより（新潟交通5系統）
　古町・入船（営）・みなとトンネル経由 臨港病院行き 
◎石山出張所より（東区区バス）
　松崎ルート（石山～大形本町1～浜谷町～東区役所） 東区役所行き

ア　ク　セ　ス
■自動車ご利用の場合
◎国道7号バイパス
　竹尾I.Cより　約5km、
　紫竹山I.Cより　約6km
◎みなとトンネル（入船側）からは、
　ランプ出口（北海道航路方面）で
　出て下さい。
　（その後案内看板あり）

リンコーグループは「トキめき新潟国体」  「トキめき新潟大会」のオフィシャルサポーターです

国道7号バイパス

国道旧7号

国道11
3号

新潟みなと
トンネル

日本海

柳都大橋

●GS
●

新発田→

新潟
空港→

船江町→

みなとトンネル
ランプ

新発田→←長岡

白新線国道49号バイパス

上越新幹線

越後線

竹尾
I.C

紫竹山
I.C

萬代橋

佐渡航路

東区役所
●●

北
海
道
航
路

山
の
下
交
番
●

信
濃
川

貨
物
線

赤
道
十
字
路

GS
●

新潟駅

国道113号

●火力発電所

●桃山小学校

●山の下中学校

新潟臨港病院

案内
看板
●

大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3・5土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～

　8：30～11：00

１3：00～16：00

午　前

午後※
歯科口腔外科 岡　野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・こう門外科
大学医師※3

畠　山 金　子 畠　山

大学医師（SAS）

小　林小林※
畠　山

小　林
金子※2飯合※1

※火曜日（小林医師）の診療は、紹介外来（完全予約制）
※1の診察は10：00から　※2の診察は10：30から　※3の診察は11：00から

　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：00

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：00
※午後（火～木）の診療時間は14：00～

時間帯診療科 金 第2土 第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※鈴木（順）鈴木（順）大学医師鈴木（順）
大学医師湊ー湊湊

　8：30～11：30

午後※

内　科

（SAS）は
睡眠時無呼吸
症候群外来

予約制
（専門外来）

午　前 8：30～11：30

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00　※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師（SAS）

ー ーー

小柳※

岡　田

ー

ー
ー ー ーー 風　間

桶　谷 霜鳥※ 松　山松　山 桶　谷 桶　谷霜鳥※

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 岡　田
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

坂井／松山坂井／松山

岡　田 ー ーー ー ーー

大澤※

ー
大学医師

小　柳 大　澤 ー村　山
ーー ー 坂井（SAS）ー

霜　鳥 ー ー桶　谷 松　山

■ 新潟臨港病院 診療案内

　

平
成
21
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

例
年
と
同
じ
く
今
回
の
「
み
な
と
」
で

は
新
入
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
編

集
し
な
が
ら
新
入
職
員
の
コ
メ
ン
ト
に

ふ
れ
、
若
い
パ
ワ
ー
に
負
け
ぬ
よ
う
日

常
業
務
と
広
報
の
仕
事
を
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
た
次
第
で
す

（
…
と
い
う
こ
と
で
、
私
、
今
年
度
も
編

集
を
担
当
し
ま
す
）。「
み
な
と
」
へ
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
愛
読
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
号
は
7
月
25
日
発
行
予
定
で
す
。

（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成21年（2009年）4月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com

新潟臨港病院 広報誌 みなと No.17

当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成21年4月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。　・5月22日（金）は創立記念日のため午後休診となります。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

金子※2 ー
畠　山

ー

５月より　入院費のお支払いに
　　　　　  クレジットカード・キャッシュカードが利用できます

INFORMATION

●利用開始日　　５月１日（金）予定
●利用可能なご請求　「入院費分のご請求」で、支払合計額が５万円以上の場合　
●利用可能なお支払い方法
　①クレジットカードによるお支払い
・以下のブランドマークのあるカードがご利用になれます。
・支払方法は、１回払・分割払・リボルビング払のいずれかで、ボーナス払は利用できません。
分割払・リボルビング払の金利などは各カード会社の条件によります。
・カード名義人本人の署名または暗証番号入力が必要です。

▽ご利用可能なクレジットカード

　②キャッシュカードによるお支払い（Ｊ－デビット）
・金融機関のキャッシュカードが、入院費のお支払いにそのままご利用いただけるサービ
スです。予めの手続きや支払いのために銀行やＡＴＭから現金を引き出しておく必要は
ありません。
・お支払いの際にキャッシュカードを提示し、端末に暗証番号を入力すると、請求額が金
融機関の口座から即時に引き落とされます。
・一般的な銀行のほか、ゆうちょ銀行、労働金庫、信用金庫、信用組合、ＪＡバンクなどのカー
ドもご利用になれます（一部対応していない金融機関があります）。
・手数料のご負担はありません。

ご不明の点は、医事課（会計窓口）までお尋ね下さい。

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり

17
No

医
事
課
長　

石　

田　

正　

人

新
年
度

　

〜
新
し
い
仲
間
・
新
し
い
仕
事
〜

千鳥ヶ淵（東京都千代田区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長

　

よ
う
や
く
春
ら
し
く
少
し
暖
か
く
な
り
、
な
ん
と
な
く
周
り
の
人
が
ウ
キ
ウ
キ
し

だ
し
た
様
に
思
い
ま
す
。
私
も
何
故
か
ソ
ワ
ソ
ワ
・
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。（
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
毎
日
な
の
で
す
が
…
）

　

当
院
に
も
新
入
職
員
が
入
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起

き
る
の
か
非
常
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
気
持
ち
と
、
あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
や
ろ

う
と
い
う
希
望
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
私
も
こ
こ
の
所
、
新
し
い
機

械
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
が
入
っ
た
り
、
そ
れ
に
伴
う
新
し
い
流
れ
の
仕
事
が
増
え
て

き
て
、
希
望
や
期
待
な
ど
で
は
な
く
不
安
な
気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
五
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
が
、
条

件
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
皆
様
も

よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
後
者
の
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

カ
ー
ド
名
か
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
申
し
ま
す
と
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
と
は
、「
皆

様
が
貯
金
を
し
て
い
る
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
支
払
が
出
来
る
」
仕
組
み
を

い
い
ま
す
。
最
近
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
病
院
で
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
が
で
き
る
様

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
よ
う
や
く
当
院
も「
今
ど
き
」に
近
づ
け
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
患
者
様
に
と
っ
て
便
利
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
も
患
者
様
の
利
用
し
や
す
い
受
付
や
会
計
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
よ
り
外
来
カ
ル
テ
庫
業
務
も
委
託
さ
れ
外
来
業
務
が
完
全
に
委
託
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
外
来
受
付
な
ど
と
の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
行
え
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
さ
ら
に
待
ち
時
間
を
少
し
で
も
短
縮
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

待
ち
時
間
に
限
ら
ず
患
者
様
が
気
持
ち
よ
く
病
院
か
ら
帰
ら
れ
る
事
を
一
番
に
、

医
事
課
職
員
一
丸
と
な
り
、
臨
港
病
院
が
「
地
域
に
貢
献
す
る
病
院
」
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
医
事
課
で
で
き
る
事
を
、
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
日 

記
）

2009.4


